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１．背景と目的 

 

現在我が国では、少子高齢化が加速する中で長期の人

口減少過程に入り 1）、人口分布は今後も複雑に変動して

いくと考えられ、都市計画立案にあたっては、全国的な

人口変動を詳細に捉えることが重要であるといえる。特

に、都市圏と非都市圏では、その人口変動が異なること

が予想され、個別に人口変動の実態を捉える必要がある。

また、人口変動には交通施設整備や、商業活動などの社

会的要因が関係していると考えられ、これらの要因を絡

めて人口変動を捉えていくことも重要である。 

このような背景から本研究では、全国を対象として、

1990年から2000年における、国勢調査3時点（1990年、

1995 年、2000 年）の人口統計データと人口変動に影響

を及ぼすと考えられる鉄道駅、道路延長、商業統計デー

タを関連させて分析することによって、市町村単位より

も細かい 3 次メッシュ単位で、都市圏・非都市圏におけ

る人口変動の実態を鉄道整備や道路整備、商業活動と共

に詳細に把握することを目的としている。 

 

２．本研究の特徴 

 

既存研究において、川上ら 2）は、地方小都市である石

川県加賀市を対象に、夜間人口・従業者数の空間的分布

傾向とその変容要因を明らかにしている。また、既存 

メッシュデータを活用することにより、人口・従業者数 

の分布とその変化を予測するモデルを構築している。さ

らに、川上 3）は既存メッシュデータを活用することによ

って、都市計画的ゾーニングと人口変動との関わりを社

会的指標とともに分析し、その関連性を明らかにしてい

る。また、中川ら4）は、14時点での国勢調査のデー 
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タを用い、市町村単位の人口の変遷と交通整備との関係

について一定の傾向を明らかにしている。 

このように詳細な単位での人口変動を明らかにした研

究は多く行われているが、本研究では、全国を対象とし

て、人口統計データ、鉄道駅の緯度・経度を示したデー

タ、道路幅員階級別の道路延長を示したデータ、1999

年の商業統計データを組み合わせて分析を行っている点

が大きな特徴である。また、都市圏と非都市圏別に、特

に人口が集中するメッシュ周辺の人口変動の実態を明ら

かにしているという特徴を持つ。 

 

３．分析の流れ 

 

本研究では都市圏・非都市圏を設定し、2 つの分析を

行っている。まず、都市圏と非都市圏における人口階級

別のメッシュ数やメッシュ人口（メッシュ内の居住者

数）の増減、また、人口規模別に人口、メッシュ数、人

口密度を算出し、都市圏と非都市圏における人口変動の

現状の違いを明らかにしている。次に、鉄道駅データ、

道路延長データ、商業統計データからいくつかの条件を

設定し、その条件を満たすメッシュ周辺において、対象

年次 10 年間の間に居住者が存在するようになったメッ

シュに着目して、人口変動の実態を明らかにしている。 

 都市圏と非都市圏の分類については、2000 年国勢調

査に基づいて総務省統計局が設定している 12 大都市圏

（札幌、仙台、京浜葉、中京、京阪神、広島、北九州・

福岡大都市圏および、新潟、浜松、岡山、熊本、鹿児島

都市圏）を「都市圏」とし、それ以外の地域を「非都市

圏」とした。都市圏にはおよそ6万4,000 個のメッシュ

（全メッシュの約 17％）が存在し、2000 年時点の人口

はおよそ8,000万人（全人口の約64％）である。 

 

４．人口階級別メッシュ数とメッシュ人口の変化 

 

まず、前述の都市圏と非都市圏について、人口階級別

のメッシュ数、メッシュ人口およびメッシュシェア（全

メッシュに占める人口階級別メッシュ数の割合）、メッ

シュ人口シェア（総人口に占める階級別メッシュ人口総 



数の割合）の対象年次 10 年間における増減を算出した。 

図 1 は都市圏と非都市圏における人口階級別メッシュ

人口シェアの増減（1990 年から 2000 年までの 10 年間

における増減）である。都市圏においては人口 20 人以

上 4,000 人未満のメッシュにおいてメッシュ人口シェア

が減少し、人口 4,000 人以上 20,000 人未満のメッシュ

において増加、人口 20,000 人以上のメッシュにおいて

減少しているのに対し、非都市圏では、人口 20 人以上

800 人未満のメッシュでメッシュ人口シェアが減少し、

人口800人以上5,000人未満で増加、人口5,000人以上

20,000 人未満で減少となっている。都市圏でも、非都

市圏でも人口階級上位層のメッシュの人口シェアは減少

しており、その上位層よりやや少ない人口階級層でメッ

シュ人口シェアが増加しているという点は同じであるが、

都市圏では 10,000 人前後の階級で、非都市圏では

3,000 人前後の階級で増加しており、都市圏と非都市圏

で人口が集中している階級が全く異なっていることが明

らかとなった。 

これらのことは、メッシュ数、人口、メッシュシェア

などでみてもほぼ同様の結果を得ることができた。 

 

次に、人口が 5,000 人以上のメッシュについて、メッ

シュ数、メッシュ人口、人口密度（各メッシュの面積を

1k ㎡としてメッシュ人口／メッシュ数により算出）の

対象年次 3 次点での値を算出し、その変化の様子を都市

圏については図2に、非都市圏については図3に示した。 

 

この結果、都市圏における人口 5,000 人以上のメッシ

ュでは、メッシュ数及びメッシュ人口が 1990 年から

2000 年の 10 年間で増加しているのに対して人口密度は

175.45 人/km2 減少していた。ただし、1990 年時点の人

口 5,000 人以上のメッシュのみでみると人口密度は

77.50 人/km2増加となっており、図 2 における人口密度

の減少は 90 年以降新たに人口が 5,000 人以上になった

メッシュの影響であると考えられる。一方、非都市圏に

おける人口 5,000 人以上のメッシュでは、人口密度は都

市圏と同様に 175.34 人/km2 減少しているが、メッシュ

数、メッシュ人口については都市圏と異なり減少してい

た。非都市圏では都市圏と異なり、90 年時点で人口が

5,000 人以上だったメッシュの人口密度が減少しており、

これが図 3 のような結果につながったと考えられる。な

お都市圏、非都市圏ともに人口 5,000 人未満のメッシュ

ではメッシュ数は減少しているが、人口、人口密度は増

加しており、特に人口 5,000 人以上のメッシュにおける

人口変動が都市圏と非都市圏で異なることが明らかとな

った。 
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図 1 都市圏・非都市圏における人口

階級別メッシュ人口シェアの増減 

図3 非都市圏人口5 千人以上のメッシュにおける 

人口・メッシュ数・人口密度の変化 
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図2 都市圏人口5 千人以上のメッシュにおける 

人口・メッシュ数・人口密度の変化 
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５．条件別にみるメッシュ周辺の人口変動の実態把握  

 

 本研究では、1990 年時点では居住者が 0 であったが、

2000 年時点では居住者が存在するようになったメッシ

ュを「居住化メッシュ」と定義し、1990 年時点で、あ

る条件を満たすメッシュ周辺 5km 圏内に存在する全無人

メッシュ数に占める、全居住化メッシュの割合を「居住

化率」として定義した。 

そして、人口データ、商業統計データ、道路延長デー

タ、鉄道駅データを基に、表1に示すような5つのメッ

シュを設定し、各メッシュについて、上述の居住化率を

全国、都市圏、非都市圏別に算出した。 

 図4に、各メッシュ周辺5km圏内における居住化率を

示す。居住化率は特に都市圏における人口集中メッシュ

で高い値を示している。一方、駅メッシュ周辺の居住化

率は、非都市圏において、人口集中、商業集中、道路整

備のメッシュに比べ著しく低くなっている。駅メッシュ

はデータの関係上、他のメッシュのように一定の数値を

基準にできなかったことが影響していると考えられる。 

 

次に、図 4 において人口集中メッシュの居住化率が最

も高い値を示したことから、人口集中メッシュについて

さらに条件別の居住化率を算出し、人口集中メッシュ周

辺の居住化に影響を与える要因を探った。条件別の居住

化率の算出結果を図 5 に示す。条件は人口集中メッシュ

内に駅があるもの、ないもの、商業集中の条件を満たす

もの（商業集中）、満たさないもの（非商業集中）、高

齢化率が低いもの（高齢化率 14％未満）、高いもの

（同 14％以上）を考えた。また、駅の有無と商業集中、

非商業集中の組み合わせによってさらに 4 つの条件を設

定した。また、表 2 には各メッシュにおいて 1990 年時

点で周辺 5 ㎞圏内全てのメッシュに居住者が存在するよ

うなメッシュを「周辺全居住化」としてその数と割合を

示した。また、各メッシュ周辺の全メッシュに占める

90 年時点の全無人メッシュの割合を「無人メッシュ

率」として、居住化率と併せて表2に示した。 

駅がある人口集中メッシュではどの条件においても、

都市圏と非都市圏において居住化率に大きな差がみられ

ないが、駅がない人口集中メッシュでは駅がある人口集

中メッシュに比べ、都市圏では居住化率が高く、非都市

圏では居住化率が低くなっており、居住化率に差が生じ

ている。これは、都市圏では駅があるメッシュにおいて

周辺全居住化の割合が4割を超えるなど、駅がないメッ

シュよりも高く、居住可能なところにはすでに居住者が

存在し、居住化率が逆に低くなっているのではないかと

考えられる。非都市圏では、駅がないメッシュにおいて、

駅があるメッシュよりも無人メッシュ率が高いが、居住

化率は低いことから、駅がないメッシュの周辺の無人メ

ッシュは、居住する魅力が低いものが多いのではないか

と考えられる。 

また、商業集中の条件を満たす人口集中メッシュでは、

都市圏と非都市圏で居住化率におよそ2％の差がみられ

るが、条件を満たさないメッシュとの違いは、駅の有無

による違いと同様の傾向がみられた。特に都市圏では駅

と同様に、商業集中の条件を満たすメッシュでは周辺全

居住化の割合が商業集中の条件を満たさないメッシュよ

りおよそ7％高く、居住可能なところにはすでに居住者

が存在しているのではないかと考えられるが、より詳細

な分析をしていく必要がある。 

さらに、都市圏において高齢化率が低いメッシュは、

どのメッシュよりも高い値を示し、その値は20％を超え

た。しかし、高齢化率が高いメッシュは高齢化率が低い

メッシュに比べて3％以上居住化率が低くなった。この

ことから、非都市圏では高齢化率の値は居住化率にさほ

ど影響しないが、都市圏においては大きく影響すること

が明らかとなった。 

 

６．本研究の成果 

 
 都市圏と非都市圏におけるメッシュ数、メッシュ人口、

メッシュシェア、メッシュ人口シェアの分析から、都市

圏と非都市圏では人口階級によってそれらの増減の区分

に大きな差があることを明らかにし、特に人口5,000人
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図4 各メッシュにおける周辺5 ｋｍ圏内の居住化率 
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本研究における名称

メッシュ内の2000年時点の人口が5,000人以上である

メッシュ内の全商店の合計年間販売額が50億円
以上かつ合計売り場面積が5,000㎡以上である

幅員に関係なくメッシュ内の全ての
道路の延長が10km以上である

メッシュ内の幅員13m以上の道路（幹線道路と
みなす）の延長が500ｍ以上である

メッシュ内に駅が存在する

設定条件

商業集中メッシュ

全道路整備メッシュ

人口集中メッシュ

表1 定義したメッシュの名称と設定条件 



以上のメッシュにおいては、都市圏と非都市圏で人口の

集中する傾向が全く異なり、都市圏ではメッシュ数と人

口が増加しているが、非都市圏ではメッシュ数と人口が

減少していることを明らかにした。また、条件を設定し

た各メッシュ周辺の人口変動分析から、周辺5㎞圏内に

関しては、人口5,000人以上のメッシュ周辺の居住化率

が最も高いことを明らかにした。また、人口集中メッシ

ュの中でも、様々な条件を加えることによって特に駅が

ないメッシュにおいて、都市圏と非都市圏では居住化の

傾向が異なり、都市圏の方が居住化率が高くなることを

示した。 
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表2 人口集中メッシュにおける条件別の周辺状況および居住化率 

5,304 2,091 39.42% 5.30% 18.87% 1,044 109 10.44% 10.78% 16.12%

1,820 777 42.69% 5.16% 17.58% 238 20 8.40% 10.49% 17.32%
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図5 人口集中メッシュにおける条件別の周辺5 ｋｍ圏内居住化率 
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